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は
じ
め
に

本
稿
は
、
前
稿
「
芭
蕉
の
「
軽
み
」
研
究
史
論
（
上
）」（『
東
洋
大
学
大
学

院
紀
要
』
第
五
〇
集
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
の
続
編
で
あ
る
。
本
論
の
意
図
に

つ
い
て
は
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
の
「
軽
み
」
研

究
の
問
題
点
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
、
本
論
に
進
み
た
い
。

前
稿
で
は
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
に
発
表
さ
れ
た
「
軽
み
」
の
研
究
文
献
を
取

り
上
げ
た
が
、
こ
の
時
点
ま
で
の
研
究
を
通
し
て
提
示
さ
れ
た
課
題
は
以
下
の

七
点
で
あ
る
。

（
一
）「
軽
み
」
は
俳
風
か
精
神
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
含
む
概
念
な
の

か
。

（
二
）
俳
風
な
ら
ど
の
よ
う
な
作
風
を
さ
す
か
、
ま
た
精
神
な
ら
ど
の
よ
う

な
精
神
か
。

（
三
）「
軽
み
」
の
対
立
概
念
と
な
る
「
重
み
」（
古
び
）
と
は
何
か
。

（
四
）「
軽
み
」
と
蕉
門
撰
集
と
の
関
連
を
ど
う
見
る
か
。

（
五
）
右
の
問
題
と
も
関
わ
る
が
、「
軽
み
」
と
他
の
概
念
、「
さ
び
・
し
を

り
・
ほ
そ
み
」、
不
易
流
行
論
、
高
悟
帰
俗
な
ど
と
の
関
係
を
ど
う
考

え
る
か
。

（
六
）
芭
蕉
の
「
軽
み
」
に
関
す
る
考
え
方
に
は
、
時
期
に
よ
っ
て
違
い
が

み
ら
れ
る
か
。

（
七
）
芭
蕉
自
身
の
実
践
し
た
「
軽
み
」
と
、
門
人
そ
れ
ぞ
れ
の
「
軽
み
」

を
ど
う
捉
え
る
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
関
す
る
各
論
の
主
張
は
す
で
に
前
稿
で
整
理
し
た
の
で
繰

り
返
さ
な
い
が
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
研
究
の
進
展
に
伴
っ
て
、
よ
り
広

範
囲
の
年
代
・
作
品
に
「
軽
み
」
を
認
め
よ
う
と
す
る
流
れ
が
見
て
取
れ
た
。

た
と
え
ば
初
期
の
撰
集
論
で
は
、『
猿
蓑
』
を
「
さ
び
」、『
炭
俵
』
を
「
軽
み
」

の
撰
集
と
し
て
対
立
的
に
捉
え
る
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
尾
形
仂
氏

の
「
幻
住
庵
入
庵
前
後
の
芭
蕉
─
軽
み
の
志
向
」（『
関
西
大
学
国
文
学
』
一
〇

号
、
昭
和
二
八
年
〔
一
九
五
三
〕
四
月
）
は
こ
れ
を
覆
し
、
芭
蕉
が
『
猿
蓑
』

編
纂
期
以
前
か
ら
「
軽
み
」
を
意
識
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
富
山
奏
氏
は
「
元
禄
七
年
の
芭
蕉
の
芸
境
─
特
に
従
来

文
学
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科
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の
「
軽
み
」
の
解
釈
へ
の
反
省
と
し
て
─
」（『
日
本
文
学
』
六
巻
一
号
、
昭
和

三
二
年
〔
一
九
五
七
〕
一
月
）
お
よ
び
「
蕉
風
俳
諧
に
お
け
る
軽
み
─
元
禄
三

年
の
「
花
見
」
の
歌
仙
を
中
心
と
し
て
─
」（『
国
語
国
文
』
二
九
巻
一
二
号
、

昭
和
三
五
年
〔
一
九
六
〇
〕
一
二
月
）
に
お
い
て
、
発
句
論
に
偏
り
が
ち
で
あ

っ
た
従
来
の
「
軽
み
」
研
究
を
見
直
し
、
む
し
ろ
連
句
の
付
合
に
こ
そ
「
軽

み
」
は
生
か
さ
れ
て
い
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
研
究
で
は
し
だ
い
に
「
軽
み
」
の
適

用
対
象
を
広
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て

「
軽
み
」
と
い
う
概
念
自
体
の
捉
え
方
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
。
以
下
で
は
、

右
の
（
一
）
～
（
七
）
の
問
題
点
に
対
し
て
昭
和
四
〇
年
代
以
降
、
同
五
〇
年

代
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
な
さ
れ
た
主
張
と
、
新
た
に
提
示
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
言
及
し
た
い
。
な
お
本
論
の
構
成
は
、
前
稿
と
同
様
に
一
〇
年
ご
と
の
区

分
を
一
章
と
し
、
は
じ
め
に
『
芭
蕉
必
携
』（
尾
形
仂
編
『
別
冊
国
文
学 

芭
蕉

必
携
』
學
燈
社
、
昭
和
五
五
年
〔
一
九
八
〇
〕。
以
下
①
と
す
る
）
と
『
近
世

文
学
研
究
事
典
』（
岡
本
勝
・
雲
英
末
雄
編
『
近
世
文
学
研
究
事
典
』
新
版
、

お
う
ふ
う
、
平
成
一
八
年
〔
二
〇
〇
六
〕。
以
下
②
と
す
る
）
の
該
当
す
る
年

代
の
記
述
を
引
い
た
う
え
で
、
各
文
献
の
整
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
重
み　

句
姿　

景
情　

さ
び
し
を
り　

興

一
、
昭
和
四
〇
年
代
の
「
軽
み
」
論

本
章
で
は
昭
和
四
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
「
軽
み
」
研
究
に
つ
い
て
み
て
い

く
が
、
ま
ず
は
前
掲
の
辞
典
に
お
け
る
研
究
史
の
記
述
を
確
認
し
て
お
く
。

①
四
十
年
代
に
入
る
と
、「
か
る
み
」
論
議
は
い
っ
そ
う
活
発
化
し
、
白
石
悌

三
「『
絶
景
に
む
か
ふ
時
は
う
ば
は
れ
て
不
レ

叶
』
の
意
味
」（『
語
文
研
究
』

一
九
、
昭
40
・
2
）
は
「
軽
み
」
が
『
ほ
そ
道
』
推
敲
の
時
期
に
は
一
つ
の

主
張
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
名
所
句
と
の
関
連
で
説
き
、
乾
裕
幸
「
か
る
み

へ
の
展
開
」（『
初
期
俳
諧
の
展
開
』）
は
、〈
軽
み
〉
を
「
流
行
の
諸
相
を
貫

く
普
遍
的
理
念
」
と
と
ら
え
る
一
方
、
そ
の
本
質
は
連
句
に
お
け
る
付
合
の

軽
妙
性
に
あ
る
と
し
、「
か
る
み
」
の
萌
芽
は
貞
享
期
に
ま
で
遡
り
、
談
林

の
遺
句
の
呼
吸
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
説
い
た
。『
猿
蓑
』
の
中
に

「
か
る
み
」
へ
の
志
向
を
探
っ
た
島
津
忠
夫
の
説
（『
連
歌
史
の
研
究
』
角
川

書
店
、
昭
44
）
や
「
抒
情
な
き
軽
み
に
傾
い
た
」『
炭
俵
』
へ
の
過
大
評
価

を
抑
え
よ
う
と
し
た
堀
切
実
「『
続
猿
蓑
』
試
論
」（
昭
44
・
2
発
表
、
資
料

叢
書
『
芭
蕉
Ⅰ
』）
も
こ
れ
に
続
き
、
さ
ら
に
森
田
蘭
「
か
る
み
私
見
」

（『
芭
蕉
の
方
法
』）
は
「
か
る
み
」
の
「
無
情
性
」
を
説
き
、「
主
体
の
心
理

的
要
素
の
謙
抑
に
よ
り
対
象
を
活
写
す
る
志
向
」
と
定
義
し
て
、「
か
る
み
」

を
方
法
論
と
し
て
認
識
し
、
そ
の
限
界
に
も
言
及
し
た
が
、
赤
羽
学
『
芭
蕉

俳
諧
の
精
神
』
は
、
逆
に
、「
軽
み
」
は
単
に
「
表
現
の
手
法
」
で
は
な
く
、

「
生
活
態
度
」
に
も
か
か
わ
り
、「
世
界
観
」
と
し
て
の
一
面
を
も
つ
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、「
か
る
み
」
の
発
生
を
『
猿
蓑
』
期
に
み
る
さ
き
の
尾

形
仂
説
は
、
そ
の
後
乾
・
富
山
・
白
石
ら
に
支
持
さ
れ
た
が
、
同
氏
は
「
か

る
み
へ
の
志
向
」（
昭
44
・
2
発
表
、『
座
の
文
学
』
角
川
書
店
、
昭
48
）
で



芭蕉の「軽み」研究史論（中）

─ 51 ─

こ
れ
を
補
説
・
再
説
し
、
さ
ら
に
「
か
る
み
」（『
芭
蕉
の
本
』
七
）
で
は
、

従
来
の
説
を
総
括
し
た
上
で
、
方
法
論
と
し
て
今
後
は
「
周
囲
の
俳
諧
や
連

衆
と
芭
蕉
の
芸
術
と
の
具
体
的
か
か
わ
り
の
中
に
」
探
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、

ま
た
「
か
る
み
」
の
展
開
に
三
段
階
（「
古
び
」
を
反
省
し
「
や
す
ら
か
な

表
現
」
を
庶
幾
し
た
『
ほ
そ
道
』
の
時
期
、「
内
心
の
リ
ズ
ム
」
を
尊
重
し

「
新
し
み
」
を
め
ざ
し
た
『
猿
蓑
』
期
、
日
常
性
の
中
に
詩
の
創
造
を
は
か

っ
た
最
晩
年
の
時
期
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
、
結
論
的
に
は
、「
か
る

み
」
は
外
か
ら
見
れ
ば
句
躰
・
風
調
の
問
題
、
内
か
ら
み
れ
ば
句
法
の
問
題

で
、
し
か
も
本
質
的
に
は
「
詩
心
」「
芸
境
」「
理
念
」
の
問
題
で
あ
っ
た
と

論
じ
た
。
そ
の
他
、
資
料
A
⑨1

に
基
づ
き
、「
軽
み
」
と
同
時
に
「
興
」
を

重
視
し
た
最
晩
年
の
俳
風
に
つ
い
て
論
じ
た
富
山
奏
の
「
芭
蕉
最
晩
年
の
軽

み
と
興
」（『
国
語
国
文
』
昭
49
・
4
）、
近
世
堂
上
歌
論
の
《
軽
く
詠
む
》

こ
と
と
の
関
連
に
ふ
れ
た
上
野
洋
三
「
元
禄
堂
上
歌
論
の
到
達
点
」（『
国
語

国
文
』
昭
51
・
8
）
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

②
で
は
該
当
す
る
年
代
の
文
献
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
①
に
み
え
る

も
の
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
い
。
一
見
し
て
わ
か
る
と
お
り
、
こ
の
時
期
に
は

さ
ら
に
多
く
の
観
点
か
ら
の
考
察
が
進
む
と
同
時
に
、
主
に
尾
形
仂
氏
に
よ
っ

て
従
来
の
研
究
成
果
の
総
括
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
白
石
悌
三
氏
の
「「
絶
景
に
む
か
ふ
時
は
う
ば
は
れ
て
不
レ

叶
」
の
意

味
」（『
語
文
研
究
』
一
九
号
、
昭
和
四
〇
年
〔
一
九
六
五
〕
二
月
）
は
、『
三

冊
子
』
に
芭
蕉
の
言
葉
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
「
絶
景
に
む
か
ふ
時
は
う
ば
は

れ
て
不
レ

叶
」
に
つ
い
て
、
名
所
句
に
ま
つ
わ
る
伝
統
的
類
型
と
「
軽
み
」
の

対
照
と
い
う
視
点
に
基
づ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
白
石
氏
は
こ
の
教
説
を

「
伝
統
的
類
型
に
執
着
す
る
故
に
眼
前
の
景
の
本
意
を
失
う
こ
と
」
と
解
し
、

芭
蕉
が
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
の
吉
野
行
脚
に
あ
た
っ
て
賞
賛
し
た
去
来
の

句
「
お
と
ゝ
ひ
は
あ
の
山
こ
え
つ
花
盛
」
の
「
俗
語
の
リ
ズ
ム
」
と
「
開
放

感
」
が
「
軽
み
」
へ
の
示
唆
と
な
り
、
そ
れ
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
推
敲
段

階
に
お
い
て
、
名
所
句
の
類
型
を
脱
し
た
「
景
中
に
情
を
含
め
る
句
作
り
」
の

主
張
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
同
氏
は
、
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
の
「
誠
と
作
意
─
沾
徳
点
の
芭

蕉
連
句
評
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
文
学
』
第
三
七
号
、
同
年
九
月
）
に
お
い
て
其

角
の
「
作
意
」
と
芭
蕉
の
「
軽
み
」
を
対
比
的
に
捉
え
て
い
る
。
当
該
論
考
の

特
徴
は
、
作
者
自
身
の
姿
勢
の
み
な
ら
ず
、
沾
徳
・
鬼
貫
ら
同
時
代
の
鑑
賞
者

の
視
点
に
立
っ
て
両
者
を
比
較
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
沾
徳
一
派
で
は
「
作

意
」
を
句
作
の
「
力
」
と
す
る
立
場
か
ら
其
角
の
句
を
高
く
評
価
し
、
芭
蕉
句

を
も
そ
う
し
た
側
面
か
ら
批
評
し
よ
う
と
す
る
が
、
逆
に
鬼
貫
は
「
誠
」（
実

情
）
を
重
ん
じ
る
立
場
か
ら
其
角
風
を
否
定
す
る
。
白
石
氏
は
、
前
者
を
「
談

林
的
」
な
誤
解
に
基
づ
く
解
釈
、
後
者
を
「
軽
み
」
的
解
釈
と
し
、
こ
れ
ら
を

以
下
の
よ
う
に
対
比
し
て
い
る
。

・
談
林
的
評
価
…
本
意
・
作
意
を
前
提
と
す
る
情
先
景
後
に
よ
り
発
想
、
軽

妙
な
拍
子
を
重
視
。

・「
軽
み
」
…
景
か
ら
自
然
と
生
ま
れ
る
余
情
（
景
先
情
後
、
誠
の
情
）
を

重
視
、
か
つ
本
意
と
矛
盾
し
な
い
形
象
を
め
ざ
し
な
が
ら
雅
を
捨
て
俗
に
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就
く
。
余
情
を
壊
さ
な
い
程
度
の
句
勢
を
取
り
入
れ
る
。

こ
う
し
た
鑑
賞
者
の
意
識
が
「
軽
み
」
の
捉
え
方
に
影
響
す
る
と
い
う
指
摘

は
、
芭
蕉
句
の
「
軽
み
」
的
側
面
の
具
体
的
評
価
に
関
わ
っ
て
、
現
代
の
「
軽

み
」
論
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
乾
裕
幸
氏
の
「
か
る
み
へ
の
展
開
」（『
初
期
俳
諧
の
展
開
』
昭
和
四
三

年
〔
一
九
六
八
〕
六
月
）
は
、
ま
ず
「
軽
み
」
を
特
定
の
時
期
の
固
定
的
な
風

体
と
す
る
従
来
の
捉
え
方
を
否
定
し
、
貞
享
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
の
「
新

風
模
索
の
過
程
に
お
い
て
不
断
に
庶
幾
さ
れ
た
」「
普
遍
的
・
理
念
的
な
存
在
」

で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
前
提
の
も
と
に
芭
蕉
の
「
軽
み
」
に
関
す
る
発
言
に
検

討
を
加
え
、
芭
蕉
が
嫌
厭
し
た
「
重
み
」
や
「
手
帳
」
は
、
去
来
の
い
う
「
甘

み
」「
ね
ば
り
」「
渋
り
」、
許
六
の
い
う
「
俗
の
よ
ろ
こ
ぶ
所
」、
杉
風
の
い
う

「
入
ほ
が
」
と
共
通
の
も
の
で
あ
り
、
句
作
り
の
上
で
の
「
作
為
」
や
「
謂
尽

し
」
を
指
す
と
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
重
み
」
が
忌
避
さ
れ
「
軽
み
」

が
推
奨
さ
れ
た
の
は
、「
付
合
の
軽
妙
性
」
に
よ
っ
て
連
句
の
座
に
お
け
る
連

衆
の
興
（
製
作
意
欲
）
を
保
つ
た
め
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
蕉
風
の
「
軽

み
」
は
連
歌
以
来
の
付
合
文
芸
に
お
け
る
「
拍
子
」「
遣
句
」
に
つ
な
が
る
も

の
と
す
る
。

ま
た
同
氏
の
論
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、「
句
姿
・
し
を
り
」
と
「
談
林

的
軽
み
（
拍
子
・
遣
句
）」
を
対
立
的
に
捉
え
、
こ
の
両
者
を
止
揚
し
た
と
こ

ろ
に
蕉
門
の
「
軽
み
」
が
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
お
む
ね
、

支
考
の
「
詞
の
拍
子
に
か
ゝ
る
時
は
、
か
な
ら
ず
姿
を
忘
る
ゝ
物
也
」（『
十
論

易
弁
抄
』）
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
去
来
抄
』
に
惟
然

の
「
梅
の
花
あ
か
い
は
〳
〵
赤
い
は
な
」
を
難
じ
て
「
句
の
勢
・
句
姿
な
ど
ゝ

い
ふ
事
の
物
語
し
ど
も
は
、
皆
忘
却
せ
ら
る
ゝ
と
見
え
た
り
」
と
述
べ
て
い
る

箇
所
を
引
き
、
不
易
の
「
し
を
り
」
と
流
行
の
「
軽
み
」
と
一
つ
に
は
な
り
難

か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
①
に
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
惟
然
の
「
軽
み
」
理
解
に
注
目
し
た

も
の
と
し
て
小
瀬
渺
美
氏
の
「
蕉
門
に
お
け
る
惟
然
─
軽
み
を
中
心
と
し
た
俳

諧
系
譜
─
」（
さ
る
み
の
会
編
著
『
東
海
の
俳
諧
史
』
泰
文
堂
、
昭
和
四
四
年

〔
一
九
六
九
〕）
が
あ
る
。
小
瀬
氏
は
ま
ず
、「
軽
み
」
を
「
元
禄
二
年
ご
ろ
か

ら
芭
蕉
の
理
念
と
し
て
芽
ば
え
、
元
禄
七
年
に
到
っ
て
積
極
的
に
俳
諧
理
念
の

主
張
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
思
想
で
、
素
朴
・
平
明
を
目
標
と
し
た
世
界
」
と
定

義
し
、
芭
蕉
の
最
晩
年
に
親
炙
し
た
惟
然
が
、「
芭
蕉
か
ら
最
も
強
く
享
受
し

た
も
の
」
が
「
軽
み
」
で
あ
り
、
そ
の
自
覚
は
後
年
の
惟
然
の
創
作
態
度
に
も

み
え
る
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
口
語
調
の
作
品
に
つ
い
て
も
「
惟
然
が
芭
蕉
に

師
事
し
た
時
期
の
、
芭
蕉
の
俳
諧
理
念
に
ど
こ
か
で
か
か
わ
る
作
家
的
血
脈
の

上
に
あ
っ
た
一
つ
の
実
り
」
で
あ
る
と
す
る
。

次
に
『
芭
蕉
必
携
』
の
挙
げ
る
『
連
歌
史
の
研
究
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四

四
年
〔
一
九
六
九
〕）
に
お
け
る
島
津
忠
夫
氏
の
説
は
、
前
稿
で
言
及
し
た
先

行
論
文2

と
同
内
容
な
の
で
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
島
津
氏
は
当
該
論
考
に

お
い
て
尾
形
氏
の
「
幻
住
庵
入
庵
前
後
の
芭
蕉
」（『
関
西
大
学
国
文
学
』
一
〇

号
、
昭
和
二
八
年
四
月
）
の
一
部
に
賛
意
を
表
し
た
が
、
尾
形
氏
は
「『
猿
蓑
』

期
に
お
け
る
〝
か
る
み
〟
の
具
体
的
様
相
と
、
晩
年
の
〝
か
る
み
〟
の
提
唱
に

至
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
察
を
残
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
」
と
し
て
、
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こ
れ
を
「〝
か
る
み
〟
へ
の
志
向
」（『
文
学
』
三
七
号
、
昭
和
四
四
年
二
月
）、

「
か
る
み
」（
小
西
甚
一
編
『
芭
蕉
の
本
』
第
七
巻
、
昭
和
四
五
年
〔
一
九
七

〇
〕）
に
お
い
て
補
説
し
た
。

尾
形
氏
は
ま
ず
「〝
か
る
み
〟
へ
の
志
向
」
に
お
い
て
、
当
時
の
新
出
資
料

で
あ
っ
た
二
通
の
去
来
宛
芭
蕉
書
簡
（
元
禄
四
年
三
月
九
日
付
、
同
五
年
五
月

七
日
付3

）
に
「
新
意
（
新
し
み
）」
を
明
確
に
意
識
し
た
文
言
が
見
え
、
特
に

元
禄
五
年
執
筆
の
も
の
に
「
新
し
み
な
ど
か
ろ
み
の
詮
議
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

元
禄
三
年
以
来
芭
蕉
が
門
人
に
対
し
て
示
し
続
け
て
き
た
「
旧
風
打
破
へ
の
意

図
」
は
「〝
か
る
み
〟
を
め
ざ
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
軽
み
」
が
特
に
『
猿
蓑
』
期
に
胚
胎
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
同
氏

の
前
稿
と
同
様
、
当
時
の
京
俳
壇
に
代
表
さ
れ
る
、
景
気
を
用
い
て
観
相
を
表

そ
う
と
す
る
傾
向
に
自
他
の
「
古
び
」
を
看
取
し
、
こ
れ
を
脱
却
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
一
見
『
猿
蓑
』
期
と
晩
年
の
「
軽
み
」
提

唱
と
の
間
に
断
絶
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
点
取
俳
諧
が
隆
盛
を
極
め

て
い
た
元
禄
五
、
六
年
当
時
に
お
け
る
俳
壇
の
状
況
が
、
芭
蕉
の
「
軽
み
」
と

い
う
方
向
性
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
唱
導
以
前
に
周
囲
に
対
す
る

馴
化
の
期
間
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
両
者
は
異
質
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
当
該
論
考
の
指
摘
は
、
大
筋
で
は
前
稿
で
言
及

し
た
『
俳
諧
大
辞
典
』
の
「
か
る
み
」
の
項4

の
捉
え
方
に
近
い
も
の
で
、
そ
の

記
述
内
容
を
書
簡
等
の
資
料
に
基
づ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
い

え
る
。

ま
た
「
か
る
み
」
に
お
い
て
は
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
中
に
詠
ま
れ
た

句
の
作
中
へ
の
採
録
率
を
地
域
ご
と
に
分
析
し
て
、「
平
泉
よ
り
羽
黒
に
か
か

る
こ
ろ
か
ら
」
採
録
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
頃
か
ら

「
芭
蕉
の
中
に
〝
古
び
〟
へ
の
自
覚
が
高
ま
り
、〝
新
し
み
〟
へ
の
方
向
が
見
え

始
め
て
き
た
」
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、『
ほ
そ
道
』
の
推

敲
過
程
で
捨
て
ら
れ
た
句
に
は
「
古
歌
の
パ
タ
ー
ン
」
に
す
が
る
も
の
、「
地

名
に
観
相
を
寄
せ
た
」
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、「
軽
み
」
は
こ
う
し
た
「
観

念
臭
を
伴
っ
た
趣
向
中
心
の
」「
も
つ
て
ま
は
る
」
句
作
り
や
、「
そ
れ
に
伴
う

表
現
の
晦
渋
さ
」（
お
も
く
れ
・
し
た
る
し
）
を
排
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
た

と
す
る
。
た
だ
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
収
録
句
に
つ
い
て
は
、
発
句
単
体
よ

り
も
本
文
（
前
文
）
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
純
に
採
録
率
＝
「
軽
み
」
の
実
現
度
と
考
え
ら
れ

る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
尾
形
氏
が
こ
れ
ま
で
の
自
説
を
総
合
し
て
、
芭
蕉
の
「
軽
み
」
の
展
開

を
三
段
階
に
区
分
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
前
引
の
『
芭
蕉
必
携
』
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
た
だ
し
、
尾
形
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
志
向

さ
れ
た
作
風
に
つ
い
て
、
第
一
段
階
で
は
自
然
の
感
情
の
流
露
に
よ
る
や
す
ら

か
な
表
現
、
第
二
段
階
で
は
内
外
合
一
・
無
作
為
・
無
分
別
の
工
夫
、
第
三
段

階
で
は
素
直
な
態
度
に
よ
る
日
常
生
活
の
題
材
の
把
握
と
日
常
語
で
の
表
現
が

見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
第
一

段
階
は
前
述
の
「
古
び
」、
第
二
段
階
は
元
禄
俳
壇
に
流
行
し
て
い
た
「
巧
み
」、

第
三
段
階
は
点
取
俳
諧
の
隆
盛
を
背
景
と
し
て
、
こ
れ
を
超
克
し
よ
う
と
す
る

方
向
性
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
精
神
性
と
俳
風
と
に
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
「
軽
み
」

の
捉
え
方
を
統
合
し
て
「
外
か
ら
見
た
場
合
に
は
句
躰
・
風
調
の
問
題
で
あ
り
、

内
か
ら
見
た
場
合
に
は
句
法
の
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
最
も
本
質
的
に
は
詩
心

の
問
題
で
あ
る
」
と
し
、「
軽
み
」
は
芭
蕉
に
と
っ
て
『
ほ
そ
道
』
の
行
脚
以

来
の
一
貫
し
た
課
題
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
当
該
論
考
は
後
年
、
尾
形
氏

が
執
筆
担
当
と
な
っ
た
『
俳
文
学
大
辞
典
』（
平
成
七
年
〔
一
九
九
五
〕）
の

「
か
る
み
」
の
項
に
も
反
映
さ
れ
、「
軽
み
」
の
標
準
的
認
識
と
な
っ
た
。

ま
た
、
森
田
蘭
氏
の
「
か
る
み
私
見
」（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
第
三
六
号
、
昭

和
四
四
年
二
月
所
収
。『
芭
蕉
の
方
法
』
昭
和
四
五
年
に
再
録
）
は
、『
芭
蕉
必

携
』
に
示
す
と
お
り
、
芭
蕉
の
「
軽
み
」
の
「
無
情
性
」
に
着
目
し
た
論
で
あ

る
。
森
田
氏
は
ま
ず
許
六
・
去
来
・
支
考
ら
門
人
の
祖
述
に
み
え
る
「
軽
み
」

の
例
句
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
が
み
な
「
心
的
要
素
を
能
う
か
ぎ
り
払
拭
」
し
た
も

の
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
発
想
で
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、「
軽
み
」
の

主
旨
は
「
主
体
の
観
念
的
情
緒
的
要
素
か
ら
の
離
脱
」
に
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、

『
炭
俵
』
の
「
軽
み
」
は
『
猿
蓑
』
の
観
念
・
情
緒
、
故
事
・
古
歌
の
重
み
を

脱
却
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
前
掲
の
尾
形
氏
説
と
は
異
な
る
立
場
を
と
っ
て

い
る
。

ま
た
堀
切
実
氏
の
「『
続
猿
蓑
』
試
論
」（『
文
学
』
昭
和
四
四
年
二
月
号
、

同
年
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書 

芭
蕉
Ⅰ
』
に
収
録
）
は
、
従
来
支
考
の
偽

撰
説
が
影
を
落
と
し
て
い
た
『
続
猿
蓑
』
の
価
値
を
、
そ
の
編
纂
事
情
と
作
品

評
価
の
両
面
か
ら
見
直
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
軽
み
」
に
言

及
し
て
い
る
の
は
後
者
の
作
品
分
析
に
お
い
て
で
あ
る
。
堀
切
氏
は
『
続
猿
蓑
』

の
連
句
「
猿
蓑
の
」
の
巻
、「
八
九
間
」
の
巻
の
表
現
を
『
猿
蓑
』『
炭
俵
』
の

連
句
作
品
と
比
較
し
、『
続
猿
蓑
』
の
作
品
の
特
徴
は
、

①
素
材
に
お
け
る
世
俗
の
生
活
の
俳
諧
化

②
表
現
に
お
け
る
具
象
性
、
イ
メ
ー
ジ
の
尊
重

③
伝
統
的
抒
情
性
へ
の
憧
憬
と
興
趣
的
展
開
の
傾
向

の
三
点
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
①
、
②
は
「
軽
み
」
の
風
調
の
具
体
相
と
し
て

『
炭
俵
』
等
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
③
は
「『
猿
蓑
』
調
継
承
の
一
面

と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
続
猿
蓑
』
の
編
集
意
識
の
中
に
は
、

『
炭
俵
』『
深
川
』『
別
座
鋪
』
の
「
軽
み
」
に
お
い
て
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た

「
伝
統
的
叙
情
性
の
回
復
」
と
い
う
意
図
が
う
か
が
わ
れ
る
と
し
た
。
こ
れ
は

「
軽
み
」
が
『
猿
蓑
』
か
ら
の
脱
却
（
抒
情
性
の
抑
制
）
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
と
す
る
右
の
森
田
氏
の
主
張
と
は
方
向
性
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
た
同
氏

は
、
芭
蕉
が
理
想
と
し
た
「
軽
み
」
の
あ
り
方
を
「
形
象
の
背
後
に
」「「
重

み
」
な
き
抒
情
」
が
定
着
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
と
し
、『
続
猿
蓑
』
収
載
の

芭
蕉
句
「
夏
の
夜
や
崩
れ
て
明
し
冷
し
物
」
を
「
当
時
に
お
け
る
「
か
る
み
」

の
真
髄
を
よ
く
代
表
し
て
い
る
」
句
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

ま
た
赤
羽
学
氏
の
「
軽
み
」（『
芭
蕉
俳
諧
の
精
神
』
清
水
弘
文
堂
、
昭
和
四

五
年
〔
一
九
七
〇
〕）
は
、「
軽
み
」
を
表
現
面
、
芭
蕉
の
処
世
観
・
思
想
の
両

面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化
は
あ
る
も
の
の

「
人
生
を
軽
く
過
そ
う
と
す
る
隠
者
的
態
度
」
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
と
す
る
。

ま
た
、
前
掲
の
尾
形
氏
説
と
森
田
氏
説
の
対
立
に
触
れ
て
、「「
軽
み
」
に
対
す

る
「
重
み
」
の
句
と
い
う
の
は
、
心
情
の
籠
っ
た
荘
重
な
句
を
指
す
の
で
な
く
、
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理
屈
を
こ
ね
持
っ
て
廻
っ
た
表
現
の
句
の
こ
と
」
で
あ
り
、『
猿
蓑
』
の
「
さ

び
」
は
「
軽
み
」
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
尾
形
氏
説
に
近
い
立

場
を
取
っ
て
い
る
。
た
だ
し
森
田
氏
が
擬
態
語
・
擬
声
語
を
用
い
た
感
覚
的
な

句
を
観
相
の
句
と
区
別
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
賛
意
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、「
軽
み
」
の
理
念
を
よ
く
理
解
し
た
門
人
と
し
て
去
来
・
許
六
を
挙
げ
、

前
者
は
「
心
の
ね
ば
り
」
の
弊
害
を
、
後
者
は
「
世
俗
的
な
興
味
の
否
定
」
を

強
調
す
る
点
に
注
目
し
て
い
る
。

ま
た
、
富
山
奏
氏
の
「
芭
蕉
最
晩
年
の
軽
み
と
興
」（『
国
語
国
文
』
昭
和
四

九
年
〔
一
九
七
四
〕
四
月
）
は
、
元
禄
七
年
六
月
二
四
日
付
の
杉
風
宛
芭
蕉
書

簡
に
あ
る
「
か
る
み
と
興
」
の
語
句
に
注
目
し
、
芭
蕉
の
連
句
添
削
の
実
態
か

ら
そ
の
具
体
相
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
ま
ず
「
八
九
間
雨
柳
」
歌

仙
（『
続
猿
蓑
』
所
収
）
の
発
句
か
ら
第
三
ま
で
を
取
り
上
げ
、
発
句
「
八
九

間
空
で
雨
降
る
柳
か
な
」
に
表
れ
た
「
軽
み
」
と
「
興
」（
柳
か
ら
落
ち
る
雫

を
雨
と
み
て
興
じ
る
姿
勢
）
に
応
じ
て
脇
句
と
第
三
が
改
作
さ
れ
て
い
る
と
し

た
。
ま
ず
脇
は
初
案
「
春
の
か
ら
す
の
田
を
わ
た
る
声
」、
定
稿
「
春
の
か
ら

す
の
畠
ほ
る
声
」
で
あ
る
が
、「
田
を
わ
た
る
」
の
常
套
表
現
を
捨
て
た
点
が

「
軽
み
」、「
畠
ほ
る
」
の
擬
人
的
表
現
が
「
興
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た

第
三
の
初
案
は
「
立
年
の
初
荷
に
馬
を
拵
て
」、
定
稿
は
「
初
荷
と
る
馬
子
も

こ
の
み
の
羽
織
き
て
」
で
あ
り
、「
立
年
」
を
削
っ
て
「
初
荷
」
に
新
た
に
季

語
の
機
能
を
与
え
た
点
が
新
し
み
と
し
て
の
「
軽
み
」、
新
年
の
め
で
た
さ
と

い
う
あ
り
ふ
れ
た
主
題
を
抑
え
、
馬
子
の
羽
織
の
ユ
ー
モ
ア
を
前
面
に
打
ち
出

し
た
点
が
「
興
」
の
精
神
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

氏
の
前
稿
「
元
禄
七
年
の
芭
蕉
の
芸
境
」（
昭
和
三
二
年
、
筆
者
前
稿
参
照
）

に
お
い
て
取
り
上
げ
た
「
猿
雖
亭
夜
席
」
の
歌
仙
二
の
折
第
五
句
目
「
大
ぶ
り

な
鮹
引
あ
ぐ
る
花
の
陰
」
の
句
解
を
訂
正
し
、
主
体
の
振
る
舞
い
と
蛸
の
様
子

に
含
ま
れ
る
ユ
ー
モ
ア
の
根
本
に
は
「
興
」
の
意
識
が
あ
る
と
す
る
。
同
氏
は

ま
た
、
芭
蕉
の
教
説
は
常
に
こ
う
し
た
作
品
の
具
体
相
に
結
び
つ
け
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
た
。

以
上
、
昭
和
四
〇
年
代
の
「
軽
み
」
研
究
を
概
観
し
た
（『
芭
蕉
必
携
』
で

は
な
お
上
野
洋
三
氏
の
論
も
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
刊
行
年
代
に
従
っ
て

次
章
で
触
れ
る
）。
ま
ず
は
、「
は
じ
め
に
」
で
列
挙
し
た
「
軽
み
」
の
問
題
点

に
つ
い
て
、
各
論
が
ど
の
よ
う
な
言
及
を
行
っ
た
か
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
作
品
論
の
立
場
か
ら
、
し
か
も
具
体
的
な
作
例

に
基
づ
い
て
説
く
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
昭
和
初
期
の
「
軽
み
」
研

究
に
や
や
抽
象
的
な
概
念
論
が
多
か
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
生
じ
た
傾
向
と

思
わ
れ
、
ま
た
尾
形
氏
論
の
解
説
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
「
軽

み
」
の
具
体
相
に
触
れ
た
芭
蕉
書
簡
の
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
こ
う
し
た
流
れ

に
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
赤
羽
氏
の
よ
う
に
芭
蕉
の
処
世

観
・
人
生
観
も
「
軽
み
」
の
概
念
に
含
め
る
べ
き
と
す
る
立
場
も
依
然
と
し
て

存
在
し
、
ま
た
尾
形
氏
の
よ
う
に
、「
詩
心
」
に
「
軽
み
」
の
精
神
的
な
要
素

を
認
め
る
論
も
あ
る
。
全
体
と
し
て
は
む
し
ろ
、
従
来
の
「
軽
み
」
研
究
に
お

い
て
説
か
れ
て
き
た
芭
蕉
の
概
念
を
、
具
体
的
な
作
品
上
に
看
取
し
、
あ
る
い

は
捉
え
直
そ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
と
い
え
る
。
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ま
た
（
二
）
の
精
神
性
に
つ
い
て
は
、
赤
羽
氏
が
「
人
生
を
軽
く
過
そ
う
と

す
る
隠
者
的
態
度
」
を
挙
げ
、
尾
形
氏
は
「
詩
心
の
問
題
」
を
指
摘
し
た
。
ま

た
表
現
面
に
つ
い
て
は
、
各
論
者
が
以
下
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。

・
白
石
氏
…
俗
語
の
リ
ズ
ム
、
開
放
感
、
景
中
に
情
を
含
め
る
句
作
り

・
乾
氏
…
「
句
姿
」
と
「
拍
子
」
の
融
合

・
尾
形
氏
…
自
然
の
感
情
の
流
露
に
よ
る
や
す
ら
か
な
表
現
（
第
一
段
階
）、

内
外
合
一
・
無
作
為
・
無
分
別
（
第
二
段
階
）、
素
直
な
態
度
に
よ
る
日
常

生
活
の
題
材
の
把
握
と
日
常
語
で
の
表
現
（
第
三
段
階
）

・
森
田
氏
…
主
体
の
観
念
的
情
緒
的
要
素
か
ら
の
離
脱
（
無
情
性
）

・
堀
切
氏
…
形
象
の
背
後
に
「
重
み
」
な
き
抒
情
が
定
着
し
て
い
る
状
態

・
赤
羽
氏
…
対
象
に
対
す
る
思
い
入
れ
の
深
さ
を
内
に
こ
め
な
が
ら
自
然
に
あ

る
如
く
に
表
現
す
る
こ
と

一
方
（
三
）
の
捉
え
方
は
、
こ
れ
ま
で
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
と
さ
ほ
ど
大

き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
ず
乾
氏
は
重
み
・
手
帳
・
甘
み
・
ね
ば
り
・
渋
り
・

俗
の
よ
ろ
こ
ぶ
所
・
入
ほ
が
を
共
通
の
概
念
と
し
て
、
句
作
り
の
上
で
の
作
為

や
「
謂
尽
し
」
を
指
す
と
規
定
し
た
。
ま
た
尾
形
氏
・
赤
羽
氏
は
観
念
的
で

「
も
つ
て
ま
は
る
」
句
作
り
と
、
そ
の
表
現
の
晦
渋
さ
を
古
び
・
お
も
く
れ
と
し
、

森
田
氏
は
観
念
・
情
緒
、
故
事
・
古
歌
の
要
素
を
重
み
と
考
え
る
が
、
堀
切
氏

は
『
続
猿
蓑
』
の
「
軽
み
」
に
抒
情
へ
の
回
帰
を
見
る
。
全
体
と
し
て
、
知

識
・
理
屈
の
介
在
を
指
し
て
い
る
点
で
は
一
致
を
み
て
い
る
が
、
情
緒
的
な
面

を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

ま
た
（
四
）
に
つ
い
て
は
、
森
田
氏
が
『
猿
蓑
』
を
重
み
、『
炭
俵
』
を

「
軽
み
」
の
撰
集
と
し
て
対
照
的
に
捉
え
て
い
る
ほ
か
は
、「
軽
み
」
を
芭
蕉
最

晩
年
の
作
風
の
み
に
限
定
す
る
論
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
特
に
尾
形
氏

の
「
軽
み
」
が
『
猿
蓑
』
期
か
ら
胚
胎
し
た
と
す
る
論
は
、
芭
蕉
書
簡
な
ど
の

か
な
り
確
か
な
根
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
芭
蕉
の
中
に

「
軽
み
」
へ
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
問
題
は
、
そ
の
意
識
が
具
体
的
に
ど
の
作
品
の
、
ど
う
い
っ
た
点
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
尾
形
氏
所
引
の
芭
蕉
書

簡
や
、
去
来
・
土
芳
ら
門
人
の
祖
述
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
句
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
あ
る
と
し
て
も
、
そ
う
い
っ
た
例
は
非
常
に
個
別
的
・
部
分
的
で

あ
り
、
特
定
の
撰
集
全
体
の
風
体
を
分
析
し
、
規
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
た
め
、
こ
こ
ま
で
そ
う
い
っ
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

ま
た
、
前
掲
の
森
田
氏
と
赤
羽
氏
の
論
の
展
開
が
、
実
際
の
作
品
に
即
し
て
な

さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
猿
蓑
』
に
「
軽
み
」
を
認
め
る
か
ど
う
か

と
い
う
点
で
対
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
作
品
論
に
お
い
て

は
鑑
賞
者
の
主
観
の
相
違
と
い
う
問
題
が
常
に
つ
き
ま
と
う
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
（
五
）
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
尾
形
氏
が
「
古
び
」
と
の
関

連
で
説
い
て
い
る
よ
う
に
、「
軽
み
」
が
新
し
み
の
希
求
か
ら
庶
幾
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
共
通
理
解
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
乾
氏
・
赤
羽

氏
が
「
し
を
り
」
や
「
さ
び
」
を
「
軽
み
」
と
共
存
す
る
も
の
と
し
て
い
る
こ

と
は
、
よ
り
具
体
的
な
作
品
を
通
し
て
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
富
山
氏
が

度
々
作
品
分
析
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
の
も
そ
の
意
味
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
誰
も
が
納
得
し
や
す
い
、
あ
る
程
度
の
基
準
の
よ
う
な
も
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の
が
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
（
六
）
の
問
題
は
、
夙
に
井
本
農
一
氏5

が
提
起
し
て
以
降
初
め
て
、
乾

氏
・
尾
形
氏
に
よ
っ
て
か
な
り
具
体
的
な
言
及
が
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。
井
本

氏
・
尾
形
氏
は
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
以
降
の
時
期
に
「
軽
み
」
の
志
向
を

認
め
て
い
る
が
、
乾
氏
は
貞
享
期
に
ま
で
遡
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
（
七
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
小
瀬
氏
が
芭
蕉
の
俳
風
の
う
ち
「
軽
み
」

を
「
最
も
強
く
享
受
し
た
」
人
物
と
し
て
惟
然
を
挙
げ
て
お
り
、
ま
た
赤
羽
氏

は
「
軽
み
」
を
よ
く
理
解
し
た
門
人
と
し
て
去
来
・
許
六
を
挙
げ
る
。
た
だ
し

赤
羽
氏
は
、
両
者
が
方
法
論
的
に
は
「
軽
み
」
を
よ
く
説
明
し
て
い
る
が
、
作

品
へ
の
反
映
の
段
階
で
は
芭
蕉
と
は
微
妙
に
差
異
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
も
、
両
者
の
作
品
に
対
す
る
よ
り
詳
細
な
分
析
が
必
要
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

二
、
昭
和
五
〇
年
代
の
「
軽
み
」
論

以
下
で
は
、
引
き
続
き
昭
和
五
〇
年
代
の
「
軽
み
」
研
究
を
取
り
上
げ
る
。

前
章
と
同
様
、
辞
典
類
の
総
括
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
提
示
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
ど
う
い
っ
た
言
及
が
な
さ
れ
た
の
か
を
見
て
い
く
。

①
そ
の
後
、
五
十
年
代
に
か
け
て
は
、
山
本
健
吉
が
「
軽
み
の
論
」（『
す
ば

る
』
一
五
～
二
四
、
昭
49
・
3
～
昭
52
・
6
）、「
軽
み
と
重
み
と
」（
昭

52
・
1
発
表
、『
漂
泊
と
思
郷
と
』
角
川
書
店
、
昭
55
）
な
ど
に
お
い
て
、

「
軽
み
」
は
「
さ
び
・
し
を
り
・
細
み
」
を
超
克
し
た
も
の
で
、
し
か
も
芭

蕉
の
生
き
方
・
人
生
論
に
か
か
わ
る
最
高
の
「
境
地
」
だ
っ
た
と
説
き
、
山

下
登
喜
子
「
芭
蕉
〝
か
る
み
〟
の
生
成
」（『
短
大
論
叢
』
五
八
、
昭
52
・
10
）、

「
連
句
に
お
け
る
芭
蕉
の
か
る
み
」（『
国
文
学
研
究
』
六
五
、
昭
53
・
6
）

も
そ
の
方
向
で
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
他
、
山
下
一
海
の
「〝
か
る
み
〟
を

め
ぐ
っ
て
」（『
芭
蕉
の
論
』
桜
楓
社
、
昭
51
）、
復
本
一
郎
の
「
か
る
み
─

『
俳
諧
深
川
』
の
世
界
」（『
芭
蕉
の
美
意
識
』
古
川
書
房
、
昭
54
）、
乾
裕
幸

の
「《
か
か
り
》
と
《
か
る
み
》
─
『
ひ
さ
ご
』
序
説
」（『
芭
蕉
・
蕪
村
・

一
茶
』
雄
山
閣
、
昭
53
）
な
ど
も
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、
最
も
熱
心
な
か
る
み

論
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
富
山
奏
は
、
最
近
の
「
か
る
み
」（『
美
の
構
造
』）

に
お
い
て
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
芸
術
家
の
創
作
理
念
で
あ
っ
た
と
い
う
基

本
条
件
の
確
認
の
上
に
こ
そ
、
今
後
の
研
究
方
向
が
探
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

し
た
。

②
「
か
る
み
」
論
の
中
で
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
は
乾
裕
幸
の
説
で
あ
ろ
う
。

芭
蕉
が
「
花
見
の
句
の
か
ゝ
り
を
少
し
心
得
て
、
軽
み
を
し
た
り
」（『
三
冊

子
』）
と
自
注
を
付
し
た
〈
木
の
も
と
に
汁
も
鱠
も
桜
か
な
〉
の
句
を
、「
か

か
り
」
の
音
楽
性
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
か
ら
逆
に
、
芭
蕉
の
自
注
を
「〈
か
か
り
〉
と
〈
か
る
み
〉
の
有
機
的

一
体
化
を
、
花
見
の
主
題
下
に
実
現
し
え
た
満
足
感
と
自
負
の
念
の
表
白
」

と
説
明
す
る
。
熱
心
に
「
か
る
み
」
を
説
い
た
井
本
農
一
は
、
初
期
の
「
か

る
み
」
と
晩
年
の
「
か
る
み
」
と
は
別
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、「
不
易

流
行
」
論
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
屢
説
し
た
。
山
本
健
吉
も
、
ま
た
「
か
る
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み
」
に
な
み
な
み
な
ら
ぬ
関
心
を
示
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
井
本
説
と
は
逆

に
「
軽
み
」
と
は
、「
結
局
軽
く
生
き
る
こ
と
だ
っ
た
。
生
き
る
上
で
最
大

限
に
心
の
自
由
を
保
持
す
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
述
べ
、「「
さ
び
」「
し
を
り
」

な
ど
と
同
等
な
美
の
範
疇
を
示
す
だ
け
の
言
葉
で
は
な
い
。
そ
れ
は
よ
り
深

く
、
人
生
に
相
亙
る
」
と
説
い
て
い
る
。
復
本
一
郎
は
、
芭
蕉
の
「
今
思
ふ

体
は
浅
き
砂
川
を
見
る
ご
と
く
句
の
形
、
付
心
と
も
に
軽
き
な
り
」（『
別
座

鋪
』）
と
の
言
葉
の
解
明
を
志
し
、
合
わ
せ
て
「
か
る
み
」
の
撰
集
と
し
て

の
『
別
座
鋪
』
を
論
じ
る
。
長
年
「
か
る
み
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
富
山
奏
は
「
芭
蕉
が
発
句
の
詠
出
法
と
し
て
強
調
し
た
「
か
る
み
」
と
は

本
意
と
し
て
内
に
深
遠
な
伝
統
的
風
雅
心
を
宿
し
な
が
ら
も
、
そ
の
表
現
は

素
朴
に
、
さ
り
げ
な
く
眼
前
の
実
景
描
写
の
よ
う
に
行
う
手
法
で
あ
っ
た
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

右
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
論
説
に
は
、「
軽
み
」
を
芭
蕉
の
人
生

観
・
作
品
論
の
両
面
か
ら
複
合
的
に
解
す
る
立
場
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、

年
代
順
に
み
て
い
く
（
年
代
的
に
は
山
下
一
海
氏
「〝
か
る
み
〟
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
芭
蕉
の
論
』）
の
発
表
が
最
も
早
い
が
、
初
出
は
『
国
語
国
文
』（
昭
和
三
五

年
〔
一
九
六
〇
〕
一
二
月
）
な
の
で
、
前
稿
に
述
べ
た
）。

ま
ず
富
山
奏
氏
は
「
か
る
み
」（
栗
山
理
一
編
『
日
本
文
学
に
お
け
る
美
の

構
造
』
雄
山
閣
、
昭
和
五
一
年
〔
一
九
七
五
〕）
に
お
い
て
、「
軽
み
」
を
「
芸

術
家
の
創
作
理
念
」
と
し
、「
具
体
的
な
制
作
の
場
に
即
し
、
具
体
的
な
作
品

に
即
し
て
」
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
主
張
し
、
こ
の
立
場
か
ら
自
身

の
論
の
総
括
を
行
っ
た
。
ま
ず
発
句
に
つ
い
て
は
、
芭
蕉
自
身
が
「
軽
み
」
の

句
と
自
認
し
て
い
る
元
禄
三
年
の
「
こ
も
を
着
て
た
れ
人
い
ま
す
花
の
春
」

「
木
の
も
と
に
汁
も
膾
も
桜
か
な
」
の
二
句
を
取
り
上
げ
、
両
者
が
と
も
に
古

人
を
暗
示
す
る
表
現
を
含
ん
で
い
る
と
し
、「
和
歌
的
伝
統
の
風
雅
心
」
を

「
淡
白
な
表
現
に
託
し
て
さ
り
げ
な
く
表
現
す
る
こ
と
」
が
「
軽
み
」
の
方
法

で
あ
り
、
そ
の
姿
は
「
日
常
卑
近
な
俗
体
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
長
ら
く

反
「
軽
み
」
的
と
さ
れ
て
き
た
『
猿
蓑
』
も
、「「
か
る
み
」
の
発
展
過
程
に
お

け
る
特
異
な
姿
た
る
に
す
ぎ
な
い
」
と
し
、
前
掲
の
尾
形
氏
と
同
様
の
立
場
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
連
句
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
「
木
の
も
と
に
」
を
立
句
と

し
て
膳
所
で
巻
か
れ
た
歌
仙
（『
ひ
さ
ご
』
所
収
）
の
付
合
を
検
討
し
、「
前
句

の
意
味
よ
り
も
、
そ
の
雰
囲
気
・
余
情
・
気
分
な
ど
を
尊
重
」
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
大
谷
篤
蔵
氏6

が
蕉
門
連
句
の
登
場
人
物
描
写

に
つ
い
て
、
段
階
を
追
っ
て
類
型
的
な
枠
か
ら
離
れ
て
い
く
と
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
こ
う
し
た
類
型
化
の
打
破
は
、「
伝
統
的
風
雅
心
」
を
日
常
的
に

表
現
す
る
「
軽
み
」
の
手
法
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

同
氏
は
ま
た
、「
か
る
み
」（『
芭
蕉
講
座
』
第
二
巻
、
有
精
堂
、
昭
和
五
七

年
〔
一
九
八
二
〕
一
一
月
）
に
お
い
て
、
芭
蕉
の
「
生
き
ざ
ま
」
と
そ
の
「
至

高
の
芸
境
」
で
あ
る
「
軽
み
」
と
の
相
関
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

芭
蕉
の
元
禄
二
年
〔
一
六
八
九
〕
の
奥
羽
行
脚
へ
の
旅
立
ち
は
、
延
宝
八
年

〔
一
六
八
〇
〕
の
深
川
隠
栖
の
精
神
（
乞
食
の
境
涯
へ
の
覚
悟
）
を
よ
り
徹
底

さ
せ
た
も
の
で
、『
ほ
そ
道
』
の
旅
を
通
じ
て
意
識
し
た
「
不
易
・
流
行
」
論

に
根
差
す
「
軽
み
」
は
、
こ
の
「
芭
蕉
が
理
想
と
す
る
生
き
方
」
と
表
裏
一
体
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の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
上
野
洋
三
氏
の
「
元
禄
堂
上
歌
論
の
到
達
点
」（『
国
語
国
文
』
四
五
巻

八
号
、
昭
和
五
一
年
八
月
）
は
、
近
世
の
歌
人
ら
が
自
ら
の
歌
や
歌
学
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
か
、
堂
上
と
地
下
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性

で
あ
っ
た
か
、
そ
の
実
作
と
歌
論
を
通
じ
て
他
の
領
域
に
影
響
を
与
え
た
の
か

否
か
、
と
い
っ
た
疑
問
に
対
し
て
、
元
禄
期
堂
上
歌
壇
の
「
聞
書
」
に
基
づ
い

て
考
究
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
こ
れ
ら
の
「
聞
書
」
に
み
え
る

詠
歌
の
秘
訣
と
し
て
「
思
ふ
こ
と
を
そ
の
ま
ま
詠
む
」「
心
を
直す

ぐ

に
し
て
置
く
」

「
内
を
正
し
く
す
る
」「
無
心
の
強
調
」「
物
と
の
一
体
化
」「
信
・
真
・
実
・
誠

の
理
念
」「
軽
く
詠
む
」「
初
心
性
の
尊
重
」
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
が
蕉
風
俳
論
と

非
常
に
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

う
し
た
「
聞
書
」
は
名
目
上
秘
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
は
当
時
一
般

化
し
つ
つ
あ
っ
た
儒
学
的
道
徳
精
神
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
方
向
性
で
あ
る
た

め
、
両
者
の
間
に
直
接
的
な
繋
が
り
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。

同
氏
は
ま
た
、
こ
れ
以
前
に
も
芭
蕉
俳
論
と
周
辺
文
学
論
（
漢
詩
作
法
書
）

の
類
似
性
を
指
摘
し
て
お
り
（「
詩
の
流
行
と
俳
諧
」『
文
学
』
第
四
一
号
、
昭

和
四
八
年
〔
一
九
七
三
〕
一
一
月
）、
こ
ち
ら
は
右
の
論
に
比
し
て
、
両
者
の

関
連
性
が
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
上
野
氏
は
ま
ず
、
延
宝
・
貞
享
期
の

江
戸
・
京
俳
壇
に
お
け
る
漢
詩
文
調
の
流
行
の
背
景
に
は
、
当
時
に
お
け
る
漢

詩
の
享
受
層
の
広
が
り
が
あ
る
と
し
、
そ
の
証
左
と
し
て
寛
文
か
ら
元
禄
年
間

に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
多
く
の
詩
書
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
書
物

に
繰
り
返
し
説
か
れ
る
詩
論
と
し
て
の
「
真ま

こ
と

の
心
」「
景
情
」「
有ち
か
ら
あ
り力
」「
含
蓄

不
尽
」「
高
・
俗
」
な
ど
に
関
す
る
記
述
と
、『
去
来
抄
』『
三
冊
子
』
の
各
章

の
文
脈
と
が
一
致
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
に
お
け

る
同
氏
の
指
摘
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
無
批
判
に
「
軽
み
」
研
究
に
援
用
さ
れ
て

き
た
去
来
・
土
芳
の
祖
述
が
、
当
時
の
文
学
論
の
枠
組
み
を
も
と
に
再
構
成
さ

れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
山
本
健
吉
氏
の
「
軽
み
の
論
」（『
す
ば
る
』
一
五
～
二
四
号
、
昭
和
四

九
年
〔
一
九
七
四
〕
三
月
～
昭
和
五
二
年
〔
一
九
七
七
〕
六
月
）
は
、「
軽
み
」

を
「
芭
蕉
が
早
く
か
ら
抱
い
て
い
た
芸
術
の
理
想
」
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ

を
包
含
す
る
人
生
観
・
生
き
方
で
あ
る
と
す
る
。
表
現
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、

理
屈
を
排
し
た
即
興
性
、「
言
い
お
ほ
せ
」「
謂
尽
し
」
の
捨
象
を
挙
げ
、
ま
た

前
掲
森
田
氏
の
著
書
『
芭
蕉
の
方
法
』（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
四
五
年

〔
一
九
七
〇
〕）
の
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
こ
れ
を
批
評
し
て
、「
あ
は
れ
也
」
な

ど
の
主
観
語
の
有
無
が
た
だ
ち
に
「
軽
み
」
の
絶
対
的
条
件
に
は
な
ら
な
い
こ

と
、
芭
蕉
に
と
っ
て
の
「
軽
み
」
は
、
森
田
氏
の
説
く
よ
う
な
方
法
論
を
超
え

た
、「
人
間
の
生
き
る
決
意
」「
生
き
る
上
で
最
大
限
に
心
の
自
由
を
保
持
す
る

こ
と
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
意
味
で
の
「
軽
み
」
は
、

句
の
形
姿
に
つ
い
て
い
う
「
さ
び
・
し
を
り
・
ほ
そ
み
」
や
、
連
句
の
方
法
論

で
あ
る
「
匂
ひ
・
う
つ
り
・
響
き
」
と
は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
同
氏
の
「「
軽
み
」
と
「
重
み
」
と
─
芭
蕉
・
西
行
・
朔
太
郎
─
」（『
新
潮
』

七
四
巻
一
号
、
昭
和
五
二
年
一
月
）
は
、
右
の
よ
う
に
捉
え
た
芭
蕉
の
「
軽

み
」
的
な
考
え
方
が
西
行
と
萩
原
朔
太
郎
の
主
張
に
も
重
な
る
こ
と
を
い
っ
た

も
の
で
、「
軽
み
」
そ
の
も
の
に
対
す
る
見
方
は
右
の
論
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
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ま
た
、
山
下
登
喜
子
氏
の
「
芭
蕉
〝
か
る
み
〟
の
生
成
」（『
関
東
学
院
女
子

短
大
論
叢
』
五
八
、
昭
和
五
二
年
一
〇
月
）、「
連
句
に
お
け
る
芭
蕉
の
か
る

み
」（『
国
文
学
研
究
』
六
五
、
昭
和
五
三
年
六
月
）
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九

〇
）
を
「
軽
み
」
の
生
成
期
と
し
、
こ
の
時
期
の
芭
蕉
の
作
品
や
言
説
か
ら

「
軽
み
」
の
性
格
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
で
は
「
薦
を
着
て
誰

人
い
ま
す
花
の
は
る
」「
木
の
も
と
に
汁
も
膾
も
桜
か
な
」「
行
春
を
近
江
の
人

と
お
し
み
け
る
」
な
ど
計
八
句
を
「
軽
み
」
の
例
句
と
し
て
挙
げ
、
こ
れ
ら
は

「
表
現
の
軽
や
か
さ
、
率
直
さ
」
と
「
内
実
の
重
さ
」
を
併
せ
持
つ
も
の
で
あ

る
と
す
る
。
ま
た
、
芭
蕉
が
加
賀
の
小
春
の
句
「
十
銭
を
得
て
せ
り
う
り
の
帰

り
け
り
」
に
つ
い
て
「
小
界
か
ろ
き
ほ
ど
我
が
世
間
に
似
た
れ
ば
、
感
慨
不
少

候
」
と
評
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、
芭
蕉
の
「
無
所
住
の
生
涯
」
と
よ
く
似

た
芹
売
り
の
「
執
着
心
の
な
い
生
き
方
」
を
打
ち
出
す
こ
と
で
、
こ
の
句
は
芭

蕉
の
「
軽
み
」
志
向
を
具
現
し
得
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
年
の
芭
蕉

発
句
に
お
い
て
も
「「
堅
田
落
雁
」
と
い
う
既
成
の
心
象
風
景
に
依
存
」
し
た

「
病
雁
の
夜
さ
む
に
落
て
旅
ね
哉
」、
無
常
の
観
念
が
あ
ら
わ
な
「
頓や

が

て
死
ぬ
け

し
き
は
見
え
ず
蝉
の
声
」
な
ど
、「
軽
み
」
で
な
い
句
も
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
後
者
で
は
、
芭
蕉
が
求
め
た
連
句
の
「
軽
み
」
に
つ
い
て
、「
付
句
そ

の
も
の
の
軽
さ
」
で
も
「
付
け
方
の
軽
々
し
さ
」
で
も
な
く
、「
そ
の
軽
々
し

さ
に
ひ
そ
む
情
感
」
を
大
切
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
た
。
ま
た
膳
所
で
の

「
木
の
も
と
に
」
歌
仙
（『
ひ
さ
ご
』
所
収
）
の
表
現
を
分
析
し
、「「
か
る
み
」

は
境
地
で
も
理
念
で
も
な
く
、
句
作
り
の
態
度
の
問
題
」
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
乾
裕
幸
氏
の
「《
か
か
り
》
と
《
か
る
み
》
─
『
ひ
さ
ご
』
序
説
─
」

（『
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
』
雄
山
閣
、
昭
和
五
三
年
〔
一
九
七
八
〕
一
〇
月
）
は
、

芭
蕉
の
「
木
の
も
と
に
」
句
を
考
察
の
中
心
に
据
え
、
主
に
『
ひ
さ
ご
』
の

「
軽
み
」
に
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。
乾
氏
は
ま
ず
、「
ひ
さ
ご
」
と
い
う
書
名

そ
の
も
の
が
芭
蕉
の
「
無
一
物
の
生
活
様
式
」
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
俳

諧
理
念
と
し
て
の
「
軽
み
」
は
そ
う
し
た
生
き
方
を
文
学
行
為
に
ま
で
広
げ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
ま
た
、
同
書
の
「
木
の
も
と
に
」
の
句
で
芭
蕉
が

表
現
し
得
た
と
さ
れ
る
「
花
見
の
句
の
か
ゝ
り
」
を
、
連
歌
論
に
い
う
「
か
ゝ

り
」（
音
楽
的
階
調
）
と
の
関
連
か
ら
「
花
見
の
本
意
に
ふ
さ
わ
し
い
」「
は
な

や
ぎ
、
浮
き
立
ち
、
陶
然
た
る
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
吟
調
」
と
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、「
軽
み
」
を
阻
害
す
る
「
お
も
く
れ
」
を
「
詩
的
感
興
の
自
然
な
流
露

を
さ
ま
た
げ
る
人
工
的
な
作
意
」
と
定
義
し
、「
木
の
も
と
に
」
の
句
が
「
軽

み
」
を
実
現
で
き
た
の
は
「
飛
花
落
葉
に
よ
そ
へ
て
生
死
無
常
の
理
を
弁
ふ
」

（『
四
道
九
品
』）
式
の
観
相
を
退
け
た
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
「
汁
も
膾

も
」
と
い
う
通
俗
言
語
に
よ
っ
て
、「
木
の
も
と
」
の
「
花
見
」
と
い
う
和
歌

的
世
界
が
新
し
い
文
学
空
間
に
定
着
す
る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
「
こ
と
ば
の

い
と
な
み
が
一
つ
の
極
点
に
達
し
た
こ
と
を
示
す
撰
集
」
が
『
猿
蓑
』
で
あ
っ

た
と
し
て
い
る
。

こ
の
『
猿
蓑
』
に
関
し
て
は
、
前
掲
の
森
田
氏
も
再
考
を
加
え
て
い
る

（「
撰
集
論
8 

猿
蓑
」『
芭
蕉
講
座
』
第
三
巻
、
有
精
堂
、
昭
和
五
八
年
〔
一
九

八
三
〕）。
同
氏
は
、
前
稿
に
お
い
て
『
猿
蓑
』（
重
み
）
と
『
炭
俵
』（
軽
み
）

を
対
立
的
に
捉
え
て
い
た
が
、
尾
形
氏
説
な
ど
を
ふ
ま
え
て
こ
れ
を
改
め
、『
猿

蓑
』
に
も
「
軽
み
」
を
含
む
「
さ
ま
〴
〵
の
風
」
が
あ
り
、
中
で
も
全
体
を
貫
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い
て
い
る
の
は
ユ
ー
モ
ア
（
滑
稽
）
で
あ
っ
て
、「
決
し
て
幽
玄
閑
寂
が
主
調

を
な
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
す
る
。

ま
た
復
本
一
郎
氏
の
「
か
る
み
─
『
俳
諧
深
川
』
の
世
界
」（『
芭
蕉
の
美
意

識
』
古
川
書
房
、
昭
和
五
四
年
四
月
）
は
、『
深
川
』
の
成
立
過
程
を
洒
堂
と

芭
蕉
の
交
流
に
基
づ
い
て
跡
づ
け
な
が
ら
、
そ
の
「
軽
み
」
の
撰
集
と
し
て
の

性
格
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
編
者
洒
堂
自
身
が
「
軽

み
」
の
素
質
を
持
っ
て
い
た
証
左
と
し
て
、
芭
蕉
か
ら
の
賞
賛
（
元
禄
三
年
九

月
六
日
付
曲
水
宛
書
簡
な
ど
）
に
加
え
、
先
に
編
ん
だ
『
ひ
さ
ご
』
が
「
軽

み
」
の
集
と
し
て
同
門
内
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
（
同
年
九
月
二
六
日
付
芭

蕉
宛
曽
良
書
簡
）、「
軽
み
」
に
繋
が
る
無
分
別
を
標
榜
し
て
い
た
こ
と
（
芭
蕉

「
洒
落
堂
記
」）、
そ
の
作
品
が
「
軽
み
」
の
例
句
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
（
元
禄
七
年
三
月
付
不
玉
宛
去
来
書
簡
）
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
こ
の
集
が
元

禄
七
年
時
点
で
の
同
門
の
俳
人
た
ち
の
句
作
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
同

年
閏
五
月
二
一
日
付
杉
風
宛
芭
蕉
書
簡
）
を
根
拠
と
し
て
、『
深
川
』
を
「
軽

み
」
の
撰
集
と
し
て
認
め
、
そ
の
具
体
相
は
特
に
景
気
、
擬
態
語
・
擬
声
語
の

使
用
と
し
て
作
品
に
表
れ
て
い
る
と
説
く
。

復
本
氏
は
ま
た
、「「
浅
き
砂
川
」
考
─
「
か
る
み
」
享
受
の
諸
相
」（『
静
岡

大
学
人
文
学
部
・
人
文
論
集
』
三
二
号
、
昭
和
五
六
年
〔
一
九
八
一
〕）
に
お

い
て
、『
別
座
鋪
』
に
お
け
る
「
軽
み
」
と
そ
の
享
受
史
に
注
目
す
る
。
た
だ

し
同
氏
の
論
の
中
心
は
、『
別
座
鋪
』
の
作
品
自
体
よ
り
も
、
そ
の
序
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
芭
蕉
の
発
言
（
今
思
ふ
体
は
浅
き
砂
川
を
見
る
ご
と
く
、
句
の

形
・
付
心
と
も
に
軽
き
な
り
。
其
所
に
至
り
て
意
味
あ
り
）
に
お
か
れ
て
い
る
。

同
氏
は
、
惟
然
・
諷
竹
・
朱
拙
の
解
釈
を
参
考
に
右
の
言
葉
を
解
釈
し
、
①
当

初
は
「
無
分
別
」
の
姿
勢
に
基
づ
く
「
句
体
」
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
っ
た
こ

と
、
②
た
だ
し
「
句
の
形
」
は
同
時
に
「
心
」
を
も
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
③
そ
れ
が
元
禄
一
五
年
（
一
七
〇
二
）
頃
か
ら
次
第
に
変
調
し
始
め
、
芭

蕉
の
意
図
と
は
異
な
る
方
向
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
当
該
論
考
中
で
は
、
そ
の
具
体
相
が
『
別
座
鋪
』
の
入
集
句
に
ど
の
よ

う
に
表
れ
て
い
る
か
、
芭
蕉
没
後
の
「
変
調
」
と
は
何
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
井
本
農
一
氏
の
「「
か
る
み
」
の
考
察
」（『
俳
句
』
二
九
巻
四
号
～
一

一
号
、
昭
和
五
五
年
〔
一
九
八
〇
〕
四
月
～
一
一
月
、『
芭
蕉
と
俳
諧
史
の
研

究
』
昭
和
五
九
年
〔
一
九
八
四
〕
に
再
録
）
は
、
芭
蕉
の
「
軽
み
」
の
内
実
に

は
時
期
に
よ
る
違
い
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
論
を
進
め
る
。
こ
れ
は
前
章

で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
同
氏
の
前
稿7

に
お
い
て
提
起
し
た
問
題
点
の
解
明
を
試

み
た
も
の
で
あ
る
。

井
本
氏
は
ま
ず
、「
軽
み
」
の
対
立
概
念
で
あ
る
「
重
み
」
の
性
質
と
し
て
、

①
し
つ
こ
い
、
②
ね
ば
り
が
あ
る
、
③
持
っ
て
廻
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
、

④
深
く
考
え
す
ぎ
て
い
る
、
⑤
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
、
⑥
ぼ
て
ぼ
て
し
て
、
垢

抜
け
て
い
な
い
、
⑦
理
屈
っ
ぽ
い
（
観
念
的
）、
⑧
説
明
的
で
情
趣
に
乏
し
い
、

⑨
風
流
ぶ
っ
て
い
る
、
⑩
念
入
病
（
く
ど
く
説
明
す
る
）、
⑪
し
た
る
い
（
あ

ま
っ
た
れ
て
し
つ
こ
い
）、
⑫
古
く
さ
い
、
の
一
二
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
元

禄
三
、
四
時
点
で
の
「
軽
み
」
は
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
を
経
て
意
識
さ

れ
た
不
易
流
行
の
思
想
に
基
づ
き
、
こ
う
し
た
諸
性
質
を
克
服
す
る
方
法
と
し
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て
考
え
ら
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
蕉
門
内
の
俳
風
の
変
化
や
、
点
取
俳
諧
の
流

行
に
伴
っ
て
、
芭
蕉
最
晩
年
の
元
禄
七
年
に
は
、
さ
ら
に
「
あ
ま
み
」
や
古
典

依
拠
、
手
帳
を
斥
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
、
そ
の
点
に
初
期
の
「
軽
み
」
と

の
相
違
が
み
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
、
昭
和
五
〇
年
代
の
「
軽
み
」
論
の
お
お
よ
そ
の
流
れ
を
追
っ
た
。
以

下
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
先
の
（
一
）
～
（
六
）
の
問
題
点
に
つ
い
て
整

理
し
て
み
た
い
。

ま
ず
（
一
）
に
つ
い
て
は
、
本
章
の
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
精
神
性
と

表
現
面
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
双
方
を
組
み
合
わ
せ
て

論
じ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
筆
頭
で
あ
る
山
本
氏
は
「
軽
み
」
の
本

質
を
作
風
よ
り
も
生
き
方
に
み
て
お
り
、
乾
氏
も
ほ
ぼ
同
様
の
立
場
で
あ
る
。

ま
た
、
富
山
氏
は
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
作
風
や
付
合
論
と
し
て
の
「
軽
み
」
を

論
じ
て
き
た
が
、
新
た
に
芭
蕉
の
人
生
観
と
の
関
連
性
に
も
注
目
し
た
。
ま
た

山
下
氏
の
い
う
「
句
作
り
の
態
度
」
と
し
て
の
「
軽
み
」
の
精
神
性
は
、
上
野

氏
が
堂
上
歌
論
・
詩
論
の
秘
訣
と
し
て
示
す
「
誠
」
に
も
通
じ
る
よ
う
に
思
わ

れ
て
興
味
深
い
。
ま
た
復
本
氏
も
、
主
軸
は
作
風
に
お
き
つ
つ
「
心
」
も
含
む

も
の
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
井
本
氏
は
あ
く
ま
で
も
具
体
的
な
句
作
の
方

法
論
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

ま
た
（
二
）
の
精
神
性
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
が
「
人
間
の
生
き
る
決
意
」

と
「
生
き
る
上
で
最
大
限
に
心
の
自
由
を
保
持
す
る
こ
と
」、
乾
氏
が
「
無
一

物
の
生
活
様
式
」、
富
山
氏
が
「
乞
食
の
境
涯
へ
の
覚
悟
」、
山
下
氏
が
「
無
所

住
の
生
涯
」、
復
本
氏
が
「
無
分
別
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
俳
風
は
、
そ
れ

ぞ
れ
以
下
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
い
る
。

・
富
山
氏
…
「
和
歌
的
伝
統
の
風
雅
心
」
と
「
淡
白
な
表
現
」
の
両
立
、
雰
囲

気
・
余
情
・
気
分
な
ど
を
尊
重
す
る
付
合

・
山
本
氏
…
理
屈
を
排
し
た
即
興
性
、「
言
い
お
ほ
せ
」「
謂
尽
し
」
の
捨
象

・
山
下
氏
…
「
内
実
の
重
さ
」
と
「
表
現
の
軽
や
か
さ
、
率
直
さ
」
の
両
立

・
乾
氏
…
詩
的
感
興
の
自
然
な
流
露
、
観
相
の
排
除

・
復
本
氏
…
景
気
、
擬
態
語
・
擬
声
語
の
使
用

・
井
本
氏
…
「
重
み
」、「
あ
ま
み
」・
古
典
依
拠
・
手
帳
の
排
除

全
体
と
し
て
は
従
来
説
と
同
様
の
も
の
が
多
い
が
、
復
本
氏
の
擬
態
語
・
擬

声
語
の
使
用
は
俗
語
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
興
味
深
い
。
ま
た
古
典
依
拠
の
是

非
、
情
感
の
有
無
に
つ
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
る
。

ま
た
、（
三
）
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
の
は
井
本
氏
で
、
前

掲
の
よ
う
に
一
二
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
山
本
氏
は
「
理
屈
」、
山

下
氏
は
既
成
の
心
象
風
景
へ
の
依
存
と
観
念
が
あ
ら
わ
で
あ
る
こ
と
、
乾
氏
は

詩
的
感
興
の
自
然
な
流
露
を
さ
ま
た
げ
る
人
工
的
な
作
意
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
お
お
む
ね
井
本
氏
の
指
摘
し
た
も
の
に
含
ま
れ
る
。

ま
た
（
四
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
猿
蓑
』
以
降
を
「
軽
み
」
の
時
期
に

ふ
さ
わ
し
い
撰
集
、
あ
る
い
は
「
軽
み
」
に
矛
盾
し
な
い
も
の
と
す
る
見
方
が

か
な
り
支
配
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
尾
形
氏
や
富
山
氏
の
指
摘
に
よ

る
影
響
も
大
き
い
の
で
あ
ろ
う
が
、『
猿
蓑
』
の
入
集
句
の
ど
の
よ
う
な
点
を

「
軽
み
」
と
認
め
る
か
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状



芭蕉の「軽み」研究史論（中）

─ 63 ─

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、『
深
川
』
や
『
別
座
鋪
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
七
部
集

に
入
ら
な
い
撰
集
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
（
五
）
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
山
本
氏
が
句
の
形
姿
に
つ
い
て
い
う
「
さ

び
・
し
を
り
・
ほ
そ
み
」
や
、
連
句
の
方
法
論
で
あ
る
「
匂
ひ
・
う
つ
り
・
響

き
」
と
、
芭
蕉
の
生
き
方
の
志
向
で
あ
る
「
軽
み
」
と
は
次
元
を
異
に
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
井
本
氏
・
富
山
氏
は
不
易
流
行
論
と
「
軽
み
」

を
関
連
づ
け
て
い
る
が
、
両
者
の
関
連
は
（
そ
の
具
体
性
は
別
と
し
て
）
研
究

の
初
期
段
階
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
特
に
新
た
な

視
点
で
は
な
い
。
ま
た
不
易
流
行
論
と
の
関
連
で
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
『
お
く
の

ほ
そ
道
』
の
作
品
世
界
に
つ
い
て
も
、「
軽
み
」
研
究
の
側
か
ら
よ
り
多
く
の

言
及
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
（
六
）
は
井
本
氏
に
よ
っ
て
、「
軽
み
」
で
は
何
を
避
け
る
べ
き
と
さ

れ
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。
尾
形
氏
と
並
ぶ
実
証

的
な
論
で
あ
る
が
、
芭
蕉
の
創
作
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
を
「
軽
み
」
で
は
な
く

「
不
易
流
行
」
に
求
め
る
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
（
七
）
に
つ
い
て
は
、（
四
）
と
も
関
連
し
て
、
復
本
氏
に
よ
り
洒
堂

の
「
軽
み
」
的
な
側
面
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
撰
集
論
に
関
わ
る
門

人
の
「
軽
み
」
研
究
は
、
早
く
山
崎
喜
好
氏
に
よ
っ
て
芭
蕉
の
「
初
心
性
の
重

視
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
以
来
の
も
の
で
あ
り8

、
今
後
も
こ
う
し
た
方
向
性
で

展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
野
氏
に
よ
る
周
辺
文
学
論
と
蕉

風
俳
論
と
の
一
致
の
指
摘
は
、
蕉
門
俳
人
に
よ
る
祖
述
の
成
り
立
ち
に
大
き
な

問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
「
軽
み
」
研
究

を
概
観
し
た
。
当
該
年
代
は
「
軽
み
」
研
究
が
最
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
期
で

あ
り
、
現
在
か
ら
顧
み
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
さ
れ
る
研
究
成
果
も
こ
の
期
間
に

多
く
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
従
来
焦
点
を
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
を
論

じ
た
個
性
的
な
研
究
も
多
い
。

た
だ
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、「
軽
み
」
の
生
成
過
程
と
そ
の
発
展
の
大
ま

か
な
道
筋
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
芭
蕉
書
簡
等
の
資
料
の
発
見
と
分
析
に
よ
っ

て
、
一
定
の
共
通
認
識
が
生
じ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
概
略
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
具
体
的
な

作
品
に
基
づ
い
て
検
討
を
加
え
る
べ
き
対
象
は
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

そ
の
編
集
時
期
か
ら
「
軽
み
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

『
猿
蓑
』
に
つ
い
て
、
こ
の
時
点
で
は
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
は

言
い
が
た
い
。
こ
れ
は
第
一
章
の
（
四
）（
五
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
作
品

の
鑑
賞
基
準
が
個
々
の
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
作
風
に
対
す
る
評
価
が

定
め
が
た
い
点
に
起
因
す
る
問
題
か
と
も
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
上
野
洋
三
氏
の
指
摘
す
る
元
禄
堂
上
歌
壇
・
詩
書
の
方
法
論
と
蕉
門

俳
論
書
の
趣
旨
の
一
致
に
つ
い
て
も
、
そ
の
あ
ま
り
の
類
似
性
に
驚
か
さ
れ
る
。

こ
の
う
ち
堂
上
歌
壇
の
「
聞
書
」
に
つ
い
て
は
俳
論
と
の
直
接
的
な
関
連
は
証

明
し
得
な
い
に
し
て
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
「
軽
み
」
を
考
え
る

上
で
重
要
視
さ
れ
て
き
た
『
去
来
抄
』
や
『
三
冊
子
』
の
記
述
が
、
芭
蕉
の
言

説
を
ど
の
程
度
忠
実
に
伝
え
て
い
る
の
か
再
考
す
る
契
機
と
な
り
う
る
問
題
提
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起
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
該
年
代
の
「
軽
み
」
研
究
は
、
従
来
説
を
あ
る

程
度
統
合
し
つ
つ
、
さ
ら
に
広
範
囲
か
つ
具
体
的
な
研
究
の
必
要
性
を
提
示
し

た
と
い
え
る
。

（
注
）

1　
「
先
か
る
み
と
興
と
専
ニ
御
は
げ
ミ
、
人
々
ニ
も
御
申
可
被
成
候
」（
元
禄
七
年

六
月
二
四
日
付
杉
風
宛
書
簡
）

2　
「
猿
蓑
の
一
考
察
─
冬
の
部
と
春
の
部
と
─
」（『
佐
賀
大
学
文
学
論
集
』
二
、

昭
和
三
五
年
〔
一
九
六
〇
〕
七
月
）

3　

元
禄
四
年
三
月
九
日
付
書
簡
は
中
野
二
三
郎
氏
に
よ
っ
て
『
越
佐
研
究
』
二
五

号
（
昭
和
四
二
〔
一
九
六
七
〕
年
三
月
）
に
、
ま
た
同
五
年
五
月
七
日
付
書
簡

は
山
本
唯
一
氏
に
よ
っ
て
『
連
歌
俳
諧
研
究
』
三
四
号
（
昭
和
四
三
〔
一
九
六

八
〕
年
二
月
）
に
紹
介
さ
れ
た
。

4　

当
該
書
の
「
か
る
み
」
の
項
で
は
、
芭
蕉
が
元
禄
三
年
に
「
木
の
も
と
に
」
の

句
に
つ
い
て
「
か
る
み
を
し
た
り
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
軽
み
」
が

元
禄
七
年
か
ら
説
か
れ
始
め
た
と
す
る
説
を
否
定
し
た
上
で
、『
猿
蓑
』
や

『
別
座
鋪
』
の
頃
は
「
適
当
な
相
手
が
出
て
き
た
」
た
め
に
、
特
に
新
風
と
し

て
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。

5　
「
不
易
流
行
考
」（『
文
学
』
七
巻
九
号
、
昭
和
一
四
年
〔
一
九
三
九
〕
九
月
） 

6　
「
蕉
風
連
句
に
お
け
る
「
人
間
」」（『
国
語
国
文
』
二
八
巻
五
号
、
昭
和
三
四
年

〔
一
九
五
九
〕
五
月
所
収
）。
内
容
は
前
稿
参
照
。

7　

注
5
に
同
じ
。

8　
「
芭
蕉
と
初
心
」（『
芭
蕉
と
初
心
』
靖
文
社
、
昭
和
二
〇
年
〔
一
九
四
五
〕）
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A History of “Karumi” Researches : 
from The 40s to 50s of The Showa Era

KANEKO, Hana

”Karumi” is well known as Basho’s guiding principle of Haikai(Haiku and Renku) in his 

last years.  Then he encouraged his disciples to compose Haikai works on the basis of 

“Karumi”, and he raved the person who achieved it in his letters.  It follows that this is 

indispensable concept for Basho to produce and evaluate the works of Haikai. 

Thus an understanding of “Karumi” is very important to study his and his disciples’ 

works.  But previous researches haven’t found a precise definition of “Karumi” because 

Basho didn’t show it as a sistematic theory of Haikai. 

I wish to view the original meaning of “Karumi” by surveying previous studies and 

reconforming those results.  In this paper, I take up the studies from the 40s to 50s of The 

Showa Era(1965-1984) and state mentality and features of “Karumi” that were revealed in 

those researches.


